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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 16,878 6.2 △555 ― △737 ― △724 ―

2022年3月期第3四半期 15,896 1.2 381 93.9 303 34.4 119 113.1

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　83百万円 （△82.8％） 2022年3月期第3四半期　　484百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 △114.96 ―

2022年3月期第3四半期 18.90 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 33,726 10,706 31.7

2022年3月期 33,970 10,705 31.5

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 10,706百万円 2022年3月期 10,705百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 13.00 13.00

2023年3月期 ― 0.00 ―

2023年3月期（予想） 13.00 13.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 4.6 200 △73.4 0 △100.0 △95 ― △15.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 6,353,454 株 2022年3月期 6,353,454 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 48,561 株 2022年3月期 48,118 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 6,305,199 株 2022年3月期3Q 6,305,575 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

(決算補足説明資料の入手方法について)

　決算補足説明資料は2023年2月10日に当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、工作機械関連事業、部品加工関連事業が共に増加したこ

とにより16,878百万円（前年同期比6.2％増）となりました。損益につきましては、営業損失は555百万円（前年同

期は営業利益381百万円）となり、経常損失は737百万円（前年同期は経常利益303百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は724百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益119百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

工作機械関連事業部門におきましては、国内でシステム及び汎用機の売上を伸ばしたことにより、売上高は8,183

百万円（前年同期比10.8％増）となりました。セグメント損失（営業損失）は、新機種開発に伴う開発費の増加及

び展示会出展に伴う営業費用等の増加により830百万円（前年同期は営業損失134百万円）となりました。

部品加工関連事業部門におきましては、二輪車部品が堅調に推移したことにより、売上高は8,641百万円（前年同

期比2.2％増）となりました。セグメント利益（営業利益）は、四輪関係の取引先における生産調整の影響や、電力

料・物流費等の高騰によるコスト負担増加により、237百万円（前年同期比50.3％減）となりました。

その他部門におきましては、不動産賃貸業により売上高は53百万円（前年同期と同額）となり、セグメント利益

（営業利益）は37百万円（前年同期比2.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ243百万円減少し33,726百万円となりまし

た。この主な要因は、商品及び製品が2,047百万円増加したものの、現金及び預金が2,888百万円、電子記録債権が

1,242百万円減少したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ244百万円減少し23,020百万円となりました。この主な要因は、社債が

1,000百万円増加したものの、短期借入金が1,505百万円減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ０百万円増加し10,706百万円となりました。この主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純損失724百万円を計上し、為替換算調整勘定が700百万円増加したことによるものでありま

す。この結果、自己資本比率は31.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績及び最近の業績動向を勘案し、2022年11月14日に公表いたしました通期の連結

業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（2023年２月10日）公表いたしました「連結業績予想の修正及び配当予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,660 3,772

受取手形及び売掛金 3,867 4,145

電子記録債権 2,010 768

商品及び製品 1,864 3,912

仕掛品 2,941 3,831

原材料及び貯蔵品 1,659 2,038

その他 698 711

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 19,696 19,171

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,599 2,608

機械装置及び運搬具（純額） 2,849 2,711

土地 7,392 7,392

その他（純額） 1,039 1,336

有形固定資産合計 13,880 14,048

無形固定資産

その他 121 107

無形固定資産合計 121 107

投資その他の資産

その他 256 368

貸倒引当金 △12 △15

投資その他の資産合計 244 353

固定資産合計 14,247 14,508

繰延資産 26 46

資産合計 33,970 33,726
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,409 2,130

電子記録債務 1,519 1,979

短期借入金 8,390 6,885

未払法人税等 86 42

賞与引当金 450 235

関係会社清算損失引当金 25 15

その他 1,946 2,926

流動負債合計 14,827 14,216

固定負債

社債 840 1,840

長期借入金 1,985 1,672

役員退職慰労引当金 15 ―

退職給付に係る負債 3,244 2,934

資産除去債務 40 40

その他 2,311 2,316

固定負債合計 8,437 8,804

負債合計 23,264 23,020

純資産の部

株主資本

資本金 4,640 4,640

利益剰余金 2,839 2,032

自己株式 △70 △70

株主資本合計 7,409 6,602

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 2

土地再評価差額金 3,666 3,666

為替換算調整勘定 475 1,176

退職給付に係る調整累計額 △848 △741

その他の包括利益累計額合計 3,295 4,103

純資産合計 10,705 10,706

負債純資産合計 33,970 33,726
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 15,896 16,878

売上原価 13,338 14,848

売上総利益 2,558 2,029

販売費及び一般管理費 2,176 2,584

営業利益又は営業損失（△） 381 △555

営業外収益

受取利息 18 26

受取配当金 0 0

受取クレーム補償金 7 6

為替差益 24 ―

その他 28 46

営業外収益合計 79 80

営業外費用

支払利息 141 123

為替差損 ― 112

その他 15 27

営業外費用合計 156 262

経常利益又は経常損失（△） 303 △737

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 ― 3

退職給付制度移行益 ― 144

特別利益合計 0 148

特別損失

固定資産廃棄損 32 1

関係会社清算損失引当金繰入額 31 4

出資金評価損 1 ―

特別損失合計 64 5

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

239 △593

法人税、住民税及び事業税 79 164

法人税等調整額 41 △33

法人税等合計 120 131

四半期純利益又は四半期純損失（△） 119 △724

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

119 △724
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 119 △724

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 245 700

退職給付に係る調整額 119 107

その他の包括利益合計 365 808

四半期包括利益 484 83

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 484 83

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27―２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

２．米国財務会計基準審議会会計基準編纂書（ASC）第842号「リース」の適用

米国会計基準を採用している一部の在外連結子会社は、第１四半期連結会計期間の期首より、ASC第842号「リー

ス」を適用しております。

これにより、当該在外連結子会社における借手のリース取引については、原則としてすべてのリースを貸借対照

表に資産及び負債として計上することとしております。

当該会計基準の適用にあたっては、経過措置で認められている、当該会計基準の適用による累積的影響額を適用

開始日に認識する方法を採用しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の有形固定資産の「その他」が130百万円、流動負債の「その他」が25百

万円、固定負債の「その他」が110百万円それぞれ増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与

える影響はありません。

（追加情報）

(退職給付制度の移行）

当社は、2022年10月１日付けで確定給付企業年金制度の一部を確定拠出企業年金制度へ移行したことにより、

「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号 2016年12月16日改正）及び「退職

給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号 2007年２月７日改正）を適用し、

確定拠出企業年金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の処理を行っております。

これに伴い、当第３四半期連結累計期間において「退職給付制度移行益」144百万円を特別利益に計上しておりま

す。

(新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期

等を含む仮定について重要な変更はありません。

　



エンシュウ株式会社(6218) 2023年３月期 第３四半期決算短信

－ 8 －

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

工作機械
関連事業

部品加工
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,388 8,455 15,843 53 15,896 ― 15,896

セグメント間の内部売上高
又は振替高

199 ― 199 ― 199 △199 ―

計 7,588 8,455 16,043 53 16,096 △199 15,896

セグメント利益又は損失(△) △134 478 343 38 381 ― 381

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

工作機械
関連事業

部品加工
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,183 8,641 16,825 53 16,878 ― 16,878

セグメント間の内部売上高
又は振替高

59 ― 59 ― 59 △59 ―

計 8,243 8,641 16,884 53 16,938 △59 16,878

セグメント利益又は損失(△) △830 237 △592 37 △555 ― △555

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　


